
国
籍
ご
と
の
旅
行
動
線（
周
遊
ル
ー
ト
）

を
調
査
・
分
析
し
て
い
る
。
そ
の
詳
細
は

『
と
ー
り
ま
か
し 
vo
l
・
75
』
の『
地
図

で
読
み
解
く
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
地
方
分
散
研

究
』
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

　

図
１「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
４
市
場
の
旅
行

動
線
」
は
、
台
湾
、
タ
イ
、
ア
メ
リ
カ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
い
う
４
市
場
の
主
要

周
遊
ル
ー
ト
を
可
視
化
し
た
も
の
だ
。
こ

の
図
で
は
、
市
場
ご
と
に
周
遊
ル
ー
ト
の

組
み
合
わ
せ
上
位
20
ル
ー
ト
を
ラ
ン
キ
ン

グ
化
し
、
地
図
上
に
プ
ロ
ッ
ト
し
て
い
る
。

こ
の
図
を
見
る
と
、
東
京
〜
大
阪
〜
広
島

ル
ー
ト
に
集
中
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
に
対

し
て
、
九
州
や
北
海
道
、
北
陸
な
ど
を
周

遊
ル
ー
ト
に
含
む
台
湾
は
、
よ
り
地
方
分

散
の
傾
向
が
強
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、
表
２
の「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
４
市

場
の
分
散
状
況
」
は
、
各
市
場
の
周
遊
ル

ー
ト
上
位
20
の
う
ち
、
地
方
部
を
含
む
ル

ー
ト
数
な
ど
を
表
し
て
い
る
。
２
０
２
３

年
の
宿
泊
ロ
グ
を
ベ
ー
ス
に
し
た
前
回
調

査
と
、
２
０
２
４
年
の
宿
泊
ロ
グ
を
ベ
ー

ス
に
し
た
今
回
の
調
査
を
比
較
す
る
と
、

地
方
分
散
の
進
展
は
限
定
的
だ
。
た
だ
し
、

タ
イ
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ア
メ
リ
カ
で

新
た
な
地
域
が
ラ
ン
ク
イ
ン
す
る
な
ど
、

各
市
場
に
お
け
る
小
さ
な
変
化
の
兆
し
は

あ
る
。
次
頁
か
ら
は
、
こ
の
よ
う
な〝
兆

し
〞
に
着
目
し
、
地
方
分
散
の
可
能
性
を

探
っ
て
い
き
た
い
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
は
続
伸 

し
か
し
地
方
分
散
が
依
然
課
題
に

　

日
本
政
府
観
光
局
が
発
表
し
た
訪
日
外

客
数（
２
０
２
５
年
９
月
推
計
値
）
に
よ

る
と
、
９
月
の
訪
日
外
客
数
は
３
２
６
万

６
８
０
０
人
と
同
月
と
し
て
過
去
最
高
を

記
録
。
同
時
に
、
９
月
ま
で
の
累
計
訪
日

外
客
数
は
３
１
６
５
万
５
０
０
人
と
な
り
、

過
去
最
速
で
年
間
累
計
３
０
０
０
万
人
を

突
破
。
史
上
初
の
年
間
４
０
０
０
万
人
超

え
も
視
野
に
入
っ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
観
光
庁
が
２
０
２
５
年
９
月

30
日
に
発
表
し
た
宿
泊
旅
行
統
計
調
査

（
２
０
２
５
年
７
月
第
２
次
速
報
）
に
よ
る

と
、
訪
日
旅
行
者
の
延
べ
宿
泊
者
数
の

67
・
５
％
が
三
大
都
市
圏（
埼
玉
県
・
千

葉
県
・
東
京
都
・
神
奈
川
県
・
愛
知
県
・

京
都
府
・
大
阪
府
・
兵
庫
県
）
に
集
中
す

る
な
ど
、
依
然
と
し
て
都
市
部
へ
の
集
中

が
顕
著
だ
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
防

ぎ
、
満
足
度
の
高
い
観
光
体
験
を
提
供
す

る
こ
と
で
地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
て
い

く
。
そ
の
た
め
に
は
、
や
は
り
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
の
地
方
分
散
が
カ
ギ
だ（
表
１
）。

　

じ
ゃ
ら
ん
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー（
Ｊ
Ｒ

Ｃ
）
で
は
、
地
方
分
散
に
何
が
必
要
な
の

か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に『
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
旅
行
者
の
主
要
周
遊
ル
ー
ト
調
査
』

を
、
ブ
ロ
グ
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
社
と
の
共
同

研
究
と
し
て
２
０
２
４
年
か
ら
行
っ
て
い

る
。
同
調
査
で
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の

インバウンドインバウンド
地方分散地方分散のの処方箋処方箋
イラスト／畦原雄治

訪日外客数が過去最速のペースで年間累計3000万人を突破するなど
インバウンドマーケットは今年も好調な伸びを見せている。
一方、長年の課題である“地方分散”が進んでいないことも事実だ。
今、日本の地域が取り組むべき“地方分散”への道筋を考察する。

旅行動線×地域の個性で成功パターンが見えてくる!?
インバウンド旅行者の主要周遊ルート調査2025より

台湾、タイ、アメリカ、オーストラリアは、JRCが毎年実施する『インバウ
ンド市場の注力ターゲット調査』の上位にランクインする４つの市場

（国）だ。上図は、2024年の宿泊ログをもとに、それぞれの市場の主要
周遊ルート上位20ルートをマップにプロットしたものだ。いずれの市場
でも京都府‐大阪府‐東京都といったいわゆる “ゴールデンルート” が上
位にランクインしているものの、台湾市場やタイ市場では、九州を周遊
する旅行者もいる。また、オーストラリア市場では、長野県や北海道な
どのスノーエリアが主要周遊ルートにランクインしていることもわかる

政府の『観光立国推進基本計画』では、上記の通り2025年の具
体的な数値目標が掲げられている。2024年の時点で、インバウン
ドの消費総額や1人当たりの消費単価、訪日外客数は目標とする
水準に達しているが、外国人旅行者1人あたりの地方部宿泊日数
は1.36泊（2024年）と、目標とする2泊には遠く及んでいない。ち
なみに、2024年の外国人旅行者1人当たりの三大都市圏宿泊日
数は3.08泊と、都市部と地方部の差は依然として大きく、地方部
への宿泊機会の拡大は国としての急務といえる

インバウンドの
項目

2025年
目標 2024年 2023年

消費総額 早期に5兆円 8.1兆円 5.3兆円

消費単価 20万円 22.7万円 21.2万円

1人当たり
地方部宿泊日数 2泊 1.36泊 1.34泊

訪日外客数 2019年水準
（3188万人）超え 3687万人 2507万人

表1　インバウンドの現状と課題図1　インバウンド4市場の旅行動線

三大都市圏以外の地方部を含むルートは、台湾が20ルート中13ルートと最多。一方のアメリカ市場では、地方部を含むルートが6ルートに留まっ
ている。2023年と2024年を比較すると、地方部を含むルート数はオーストラリアで1本増えているだけで、状況に大きな変化は見られない。全国
的な地方分散はまだまだこれからといえるだろう。ただし、タイ市場における長野県と静岡県、オーストラリア市場における長野県、アメリカ市場
における茨城県など、2024年の宿泊ログをベースとした今回の調査で新たにランクインした都道府県があるなど、小さな変化の兆しは見られる

市場
2024年新たに20位に
ランクインしたルート
（地方部は太字）

2024年 2023年
地方部を

含むルート数
対象都道府県
（地方部）

地方部を
含むルート数

対象都道府県
（地方部）

台湾
なし 13

大分県、熊本県、静岡県、滋賀県、
石川県、岐阜県、長野県、山梨県、
長崎県、福岡県、北海道、奈良県（12）

13
大分県、熊本県、静岡県、滋賀県、
石川県、岐阜県、長野県、山梨県、
長崎県、福岡県、北海道、奈良県（12）

タイ 千葉県-東京都-長野県
大阪府-東京都-静岡県 11

大分県、熊本県、広島県、
静岡県、長野県、山梨県、福岡県、

北海道、奈良県（9）
11 大分県、熊本県、広島県、山梨県、

福岡県、北海道、奈良県（7）

オーストラリア 埼玉県-東京都-神奈川県
大阪府-東京都-長野県 10 長野県、山梨県、

広島県、北海道（4） ９ 長野県、山梨県、
広島県、北海道（4）

アメリカ 埼玉県-東京都-茨城県
東京都-神奈川県-茨城県
兵庫県-東京都-神奈川県

6 茨城県、静岡県、広島県（3） 6 茨城県、山梨県、
広島県、静岡県（4）

表2　インバウンド4市場の分散状況
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（
長
野
県
）、
那
須
塩
原
市
・
日
光
市（
栃

木
県
）、
糸
魚
川
市
・
湯
沢
町（
新
潟
県
）

な
ど
に
足
を
伸
ば
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

も
は
や
彼
ら
が
目
指
す
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト

は
、
北
海
道
に
限
ら
ず
日
本
各
地
に
広
が

っ
て
い
る
の
だ
。

　

さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
市
場
で
は
、
筑
波

研
究
学
園
都
市
の
あ
る
つ
く
ば
市（
茨
城

県
）で
の
Ｖ
Ｆ
Ｒ（V

isiting F
riends 

and Relatives

＝
友
人
や
親
類
を
訪
ね

る
旅
）
の
需
要
や
、
鈴
鹿
市（
三
重
県
）
で

の
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
、
熊
野
古
道

（
和
歌
山
県
）
の
山
岳
信
仰
文
化
に
ふ
れ
る

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
旅
な
ど
も
人
気
と
な

っ
て
い
る
よ
う
だ
。

旅
行
動
線
を
意
識
し
な
が
ら 

地
方
分
散
の
ヒ
ン
ト
を
活
か
す

　

こ
の
よ
う
に
、
各
市
場
の 

〝
変
化
の
兆

し
〞
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。

そ
こ
に
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
者
を
自
地

域
に
呼
び
込
む
た
め
の
ヒ
ン
ト
が
あ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

表
4「
地
方
分
散
の
ヒ
ン
ト
」
で
は
、

地
方
分
散
へ
の
道
筋
に
な
り
そ
う
な
エ
ッ

セ
ン
ス
を
記
し
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
タ
イ
市
場
に
は
、
山
岳
観
光

を
目
的
に
日
本
を
訪
れ
る
人
々
が
い
る
。

彼
ら
は
現
在
、
富
士
山
や
北
ア
ル
プ
ス
が

あ
る
エ
リ
ア
を
訪
れ
て
い
る
が
、
日
本
各

地
に
は
ほ
か
に
も
多
彩
な
山
々
が
存
在
し

て
い
る
。
そ
れ
ら
の
山
岳
エ
リ
ア
の
存
在

や
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
タ

イ
人
旅
行
者
が
地
方
部
に
足
を
伸
ば
す
可

能
性
は
よ
り
高
ま
る
は
ず
だ
。
山
や
ス
キ

ー
、
温
泉
と
い
っ
た
明
確
な
テ
ー
マ
を
軸

に「
日
本
に
は
、
あ
な
た
が
好
き
な
テ
ー

マ
を
楽
し
め
る
地
域
が
他
に
も
あ
り
ま
す

よ
」
と
提
案
す
る
こ
と
が「
明
確
な
テ
ー

マ
軸
で
の
エ
リ
ア
シ
フ
ト
」
だ
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
特
定
の
フ
ァ
ン
に
響

く
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
や
Ｖ
Ｆ
Ｒ

需
要
を
生
み
出
す
た
め
に
関
係
人
口
を
創

出
す
る
こ
と
も
、
地
域
に
新
た
な
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
旅
行
者
を
呼
び
込
む
き
っ
か
け
に

な
り
え
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
や
周
遊
の
し

や
す
さ
を
訴
求
す
る
こ
と
で
、
主
要
ル
ー

ト
＋
α
の
シ
ョ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
を
提
案
す

る
こ
と
も
、
地
方
分
散
へ
の
足
が
か
り
と

な
り
そ
う
だ
。

　

表
5「
地
域
分
散
の
ヒ
ン
ト（
パ
タ
ー

ン
例
）」
は
、
表
4
の
ヒ
ン
ト
を
市
場
ご

と
の
主
要
周
遊
ル
ー
ト
と
組
み
合
わ
せ
て

使
う
際
の
パ
タ
ー
ン
例
だ
。
１
泊
以
上
の

宿
泊
を
提
案
す
る
❶
テ
ー
マ
軸
ス
イ
ッ
チ

型
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
し
た
立
ち
寄
り
ス
ポ

ッ
ト
を
訴
求
す
る
❹
経
路
寄
り
道
型
ま
で
、

そ
の
内
容
は
さ
ま
ざ
ま
。
自
地
域
の
特
性

や
観
光
資
源
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
市
場

の
特
性
な
ど
を
考
慮
し
た
う
え
で
、
参
考

に
し
て
ほ
し
い
。

市
場
ご
と
の
小
さ
な
変
化
が 

地
方
分
散
の
ヒ
ン
ト
に
な
る

　

市
場
ご
と
の
旅
行
動
線（
周
遊
ル
ー
ト
）

を
理
解
し
た
う
え
で
、
旅
行
者
の
興
味
・

関
心
を
把
握
す
る
こ
と
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
戦
略
の
立
案
に
お
い
て
極
め
て
重
要
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

　

表
３
の「
４
市
場
の
変
化
の
兆
し
」
は
、

『
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
者
の
主
要
周
遊
ル

ー
ト
調
査
2
0
2
5
』
の
調
査
結
果
と
、

市
区
町
村
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
単
位
で
来
訪

人
数
な
ど
を
カ
ウ
ン
ト
で
き
る『
デ
ジ
タ

ル
観
光
統
計
』（
ブ
ロ
グ
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー

社
）
を
組
み
合
わ
せ
、
ウ
ェ
ブ
上
で
の
定

性
情
報
の
リ
サ
ー
チ
な
ど
も
加
え
て
作
成

し
た
も
の
だ
。
前
年
に
比
べ
て
来
訪
者
が

増
え
て
い
る
地
方
部
の
市
区
町
村
を
見
て

い
く
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
場
の
傾
向
と
地

方
分
散
に
つ
な
が
る〝
変
化
の
兆
し
〞
を

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

た
と
え
ば
タ
イ
市
場
で
は
、
松
本
市

（
長
野
県
）
や
富
士
宮
市（
静
岡
県
）、
白

川
村
・
高
山
市（
岐
阜
県
）
な
ど
、
山
岳

観
光
の
拠
点
と
な
る
地
域
が
ず
ら
り
と
名

を
連
ね
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
山
を

軸
と
し
た
自
然
や
文
化
へ
の
関
心
の
高
ま

り
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
方
、
以
前
か
ら
ス
ノ
ー
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
へ
の
関
心
が
高
い
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

市
場
の
人
々
は
、
野
沢
温
泉
村
や
白
馬
村

な
か
な
か
進
ま
な
い
地
方
分
散
の
現
状
だ
が

よ
り
細
や
か
に
調
査
デ
ー
タ
を
分
析
し
て
い
く
と

市
場
ご
と
に
異
な
る
旅
行
ト
レ
ン
ド
が
見
え
て
く
る

こ
こ
か
ら
は
そ
ん
な
”変
化
の
兆
し
“
を
軸
に

地
方
分
散
を
叶
え
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
考
察
し
た
い
。

変
化
の
兆
し
か
ら
読
み
解
く

地
方
分
散
の
ヒ
ン
ト
と
は

表4　地方分散のヒント

明確なテーマ軸でのエリアシフト
（スキー・温泉・テーマパーク・山岳観光・

スピリチュアル・世界遺産）

地域別フリーパスや
直通バス・電車の活用
特定目的の来訪

（イベント・VFR※需要）

表3　4市場の変化の兆し
市場 調査項目 順位を上げた市区町村 関連テーマと傾向

台湾 周遊ルート20 ー

順位変動5

茨城県
大洗町、	 笠間市、水戸市

自然観光・レジャー施設・温泉・テーマパーク。
大洗磯前神社や笠間県立自然公園、千波公
園などの自然景観や神社があるほか、那須ハ
イランドパークやモビパーク、日光の桜並木・
日光和の代温泉など多彩なレジャー・温泉ス
ポットが好まれている。家族連れやリピーター
の需要が高まる傾向もみられる。

栃木県
那須町、茂木町、日光市

タイ

周遊ルート20

長野県
松本市

山岳観光・文化遺産・富士山周辺。松本城や
上高地ビジターセンターがある松本市では、
山岳景観や歴史的建造物が人気を集めてい
る。富士山本宮浅間大社や白糸・音止の滝な
どを有する富士宮市も、富士山周辺の自然・
文化を求める旅行者に注目されている。

静岡県
富士宮市

順位変動5 岐阜県
白川村、高山市

伝統文化・世界遺産・歴史景観。白川八幡神社
や神田家などを含む合掌造り集落がある白川
村、飛騨国分寺や飛騨高山まちの博物館、高
山祭屋台会館がある高山市では、伝統的街
並みや歴史文化体験に需要が増加している。

オーストラリア

周遊ルート20 長野県
野沢温泉村、白馬村

冬季スポーツ・温泉リゾート。野沢温泉や野沢
温泉スキー場、白馬八方尾根スキー場などが
あり、スキー・スノーボードを中心とした冬季
アクティビティと温泉を組み合わせる周遊形
態が伸びている。

順位変動5

栃木県
那須塩原市、日光市

冬季スポーツ。ハンターマウンテン塩原やシャ
ルマン火打スキー場、苗場スキー場、石打丸
山スキー場、かぐらスキー場などがあり、関東
や新潟方面のゲレンデを訪れるスノーアクテ
ィビティ需要が顕在化している

新潟県
糸魚川市、湯沢町

アメリカ

周遊ルート20 茨城県
つくば市、水戸市

VFR（Visiting Friends and Relatives）・学研
都市・スポーツ。研究学園都市を通じた知人
訪問や公園、スポーツ施設を組み合わせる需
要がみられる。水戸市では市街地近郊への
観光を加える動きがあり、一部で地方訪問が
増加している。

順位変動5

三重県
津市、鈴鹿市

スポーツイベント・スピリチュアル・文化遺産。
香良洲神社がある津市、鈴鹿サーキットを抱
える鈴鹿市はモータースポーツの集客が目立
つ。和歌山城を有する和歌山市、高野山の高
野町、熊野古道で知られる田辺市や那智勝
浦町では、歴史文化や自然信仰などに関する
需要が増している。

和歌山県
和歌山市、高野町、
田辺市、那智勝浦町

表5　地方分散のヒント（パターン例）

パターン ❶テーマ軸スイッチ型
（同テーマ内代替）

❷特定目的型
（強い独自理由で来訪）

❸周遊補完型
（＋1目的地追加）

❹経路寄り道型
（トランジット活用）

旅行者の
ニーズ

同じテーマの中で
より良い場所を選びたい

明確な目的（人・モノ・
イベント・体験）を達成したい

主要ルートを 
もっと充実させたい

移動途中でちょっと寄りたい・
時間を活用したい

地域の
役割

テーマから候補地入り マニアックな訪問理由 準メイン／補完的役割 通過点・休憩地

主な
訴求ポイント

混雑回避／コスパ／
アクセス／ホテルの質

特化性／一体感／
ストーリー性／ファン心理

周遊のしやすさ／アクセス／
＋αの魅力

駅近／短時間観光／
ご当地グルメ／小体験

滞在時間 1泊以上 数時間～数泊 半日～1泊 1～3時間

※上の表の「周遊ルート20」と「順位変動5」の市区町村は、以下の方法で選定している。①『インバウンド旅
行者の主要周遊ルート調査2025』の主要周遊ルートランキングで上位20位に入った都道府県と、順位アップ
ランキング上位5位に入った都道府県を選定。②その都道府県に対して市町村単位での来訪者がわかる『デ
ジタル観光統計』（ブログウォッチャー社）の2023年と2024年データを比較。対象となる都道府県内で順位
アップした市区町村を抽出

※VFR (Visiting  Friends and  Relatives)とは、「友人や親戚を訪ねること
を目的とした旅行」 を指す
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”長
崎
愛
“
が
最
大
の
武
器
！ 

ガ
イ
ド
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

多
く
の
地
域
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
ガ
イ
ド
不
足（
表
６
）
に
正

面
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、
長
崎
国

際
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会（
Ｄ
Ｍ
Ｏ

長
崎
）
だ
。
同
協
会
で
は
、
２
０
２
４
年

に
地
元
英
語
ガ
イ
ド
「N

agasaki 
Crew

」
の
育
成
を
開
始
。
現
在
は
10
代
〜

60
代
の
男
女
24
名
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一

期
生
ガ
イ
ド
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

 

「N
agasaki Crew

」
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

す
る
の
は
、
ク
ル
ー
ズ
船
で
長
崎
に
や
っ

て
く
る
外
国
人
旅
行
者
だ
。
船
か
ら
降
り

て
き
た
乗
客
に
直
接
ガ
イ
ド
が
ツ
ア
ー
を

販
売
す
る
ス
タ
イ
ル
を
取
っ
て
お
り
、
２

０
２
５
年
２
月
〜
２
０
２
５
年
９
月
19
日

の
実
績
は
述
べ
36
組
の
ガ
イ
ド
配
置
に
対

し
て
ツ
ア
ー
17
本
の
販
売
と
、
成
約
率
は

47
％
。
売
上
は
、
３
月
か
ら
５
月
の
期
間

だ
け
で
も
１
０
９
万
円
に
上
っ
た
と
い
う
。

 

「
も
と
も
と
長
崎
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
は
ガ

イ
ド
や
ガ
イ
ド
付
き
ツ
ア
ー
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
県
内
で
通
訳
案
内
士
の
資
格
を

持
っ
て
活
動
し
て
い
る
方
は
15
名
程
度
。

そ
の
方
た
ち
は
基
本
的
に
早
い
タ
イ
ミ
ン

グ
で
予
約
が
入
っ
て
い
る
の
で
、
ク
ル
ー

ズ
船
を
降
り
て
か
ら
ツ
ア
ー
参
加
を
決
め

る
方
の
依
頼
に
は
全
然
対
応
で
き
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
ガ
イ
ド
に
対
す
る
ニ
ー
ズ

は
あ
る
の
に
、
も
っ
た
い
な
い
。
そ
ん
な

思
い
が
『N

agasaki 
Crew

』
の
出
発
点
で

す
」
と
は
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
長

崎
・
企
画
課
主
任
の
森

永
亜
由
美
さ
ん
だ
。

　

面
接
選
考
と
４
回
の

研
修
受
講
、
最
終
試
験

を
経
て
認
定
さ
れ
る

「N
agasaki C

rew

」

だ
が
、
ユ
ニ
ー
ク
な
の

は
募
集
要
項
の
1
番
目

に「
長
崎
愛
」
が
掲
げ

ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
英
語
力
は
日
常
会

話
に
困
ら
な
い
レ
ベ
ル
が
あ
れ
ば
Ｏ
Ｋ
。

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
点
数
な
ど
は
不
問
で
、
長

崎
の
好
き
な
と
こ
ろ
や
良
さ
を
自
分
の
言

葉
で
語
れ
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。

 

「N
agasaki Crew

」
が
提
供
す
る
ツ
ア

ー
は
、
３
時
間
〜
４
時
間
程
度
で
、
価
格

は
1
名
あ
た
り
２
０
０
ド
ル
前
後
。
参
加

者
は
夫
婦
な
ど
の
２
人
組
が
多
い
と
い
う
。

 

「
ツ
ア
ー
に
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は『（
ガ

イ
ド
は
）親
し
み
や
す
く
、
博
識
で
誇
り

高
く
、
私
た
ち
に
日
本
文
化
を
共
有
し
て

く
れ
ま
し
た
。
彼
ら
の
同
伴
を
心
か
ら
楽

し
み
ま
し
た
』
な
ど
嬉
し
い
声
が
届
い
て

い
て
、
ガ
イ
ド
と
お
客
さ
ま
の
個
人
的
な

交
流
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は

ウ
ェ
ブ
経
由
の
予
約
を
増
や
す
な
ど

『N
agasaki Crew

』
の
み
な
さ
ん
が
英

語
ガ
イ
ド
と
し
て
よ
り
活
躍
し
て
い
け
る

環
境
を
作
り
た
い
で
す
」
と
森
永
さ
ん
。

　

地
元
ガ
イ
ド
の〝
長
崎
愛
〞
で
地
域
の

魅
力
が
伝
わ
り
、
地
域
に
経
済
効
果
も
波

及
し
て
い
く
。
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
地
特

有
の
旅
行
動
線
を
活
用
し
た「N

agasaki 
Crew

」
の
今
後
に
注
目
し
た
い
。

地
元
英
語
ガ
イ
ド
の
育
成
か
ら
始
め

ク
ル
ー
ズ
船
利
用
者
を

シ
ョ
ー
ト
ト
リ
ッ
プ
に
誘
客
！

Ｄ
Ｍ
Ｏ
長
崎
の
地
元
英
語
ガ
イ
ド

N
agasakiC

rew

経路
寄り道型

『
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
者
の
主
要
周
遊
ル
ー
ト
調
査
』で
は

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
地
方
分
散
を
促
進
す
る
た
め
の
仮
説
と
し
て

4
つ
の
パ
タ
ー
ン
（
Ｐ
19
表
5
）が
浮
か
び
上
が
っ
た
。

こ
こ
か
ら
は
、そ
れ
ら
の
パ
タ
ー
ン
と
リ
ン
ク
す
る

各
地
の
先
進
事
例
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
い
。

全
国
の
先
進
事
例
か
ら
学
ぶ

イ
ン
バ
ウ
ン
ド

地
方
分
散
の
ヒ
ン
ト原爆資料館や平和記念公園を訪れるツアーのほか、神社

での祈祷体験や伝統的な長崎凧作り体験など、ローカル
文化に触れるツアーが用意されている。ツアー催行は当
日に決まるため、事前予約を必要としない施設の訪問が
メイン。移動時は基本的にガイドがタクシーを拾う（タク
シー代はツアー料金に含まれる）という。上記のツアーの
ほか、参加者の要望を聞いて行き先を決めるカスタムツ
アー（４時間180ドル）も人気だ

長崎は全国有数のクルーズ船の寄港地で、年間１５０隻以上の船が寄港する。１隻につき数百
人〜数千人の乗客がいて、朝から夕方まで日帰り観光を楽しむのが一般的だ。長崎港ターミ
ナルにブースを構える「Nagasaki Crew」が展開するガイドツアーは、そのようなクルーズ船
乗客の旅行動線を綿密に調査したうえで実施される「経路寄り道型」の取り組みと言えるだろ
う。上図の通り、下船後に自力で観光する旅行者をメインターゲットとする

全国の自治体、DMOが抱えるインバウンドに
関する現在の課題は、1位「二次交通の整備」
69.4%、2位「ガイド不足」 62.6%、3位「人手不
足」59.2%となる。一方、実際に取り組んで工数
がかかった課題としては、1位「コンテンツ造成/
磨き上げ」51.0%、2位「誘客/プロモーション戦
略」46.9％、3位 「周遊促進」、「データ収集／活
用／分析」32.0%が挙げられている。
出典『インバウンド市場の注力ターゲット調査
2025』（じゃらんリサーチセンター）

１１

上／長崎港ターミナルにブースを出店する「Nagasaki 
Crew」。これまではガイドツアーの要望があると、県外か
らガイドが来ることもあったという。右／長崎愛あふれる
ガイドとのツアーをきっかけに、長崎の良さに気づく外国
人も多数。新たな口コミやリピーターを生むことも期待さ
れる。左／ガイドツアーで原爆資料館を訪れる参加者

地元ガイドならではの
プライベートツアーを実施

インバウンドの課題と取り組み工数 現在の課題 順位 取り組み工数 順位
二次交通の整備 69.4 1 24.5 7
ガイド不足 62.6 2 25.9 6
人手不足 59.2 3 15.6 13
誘客／プロモーション戦略 57.1 4 46.9 2
多言語対応 55.8 5 21.1 12
コンテンツ造成／磨き上げ 55.1 6 51.0 1
人材育成 51.7 7 22.4 11
周遊促進 48.3 8 32.0 3
財源確保 45.6 9 23.1 9
データ収集／活用／分析 41.5 10 32.0 3
コンテンツの流通／手配業務（DMC業務） 37.4 11 26.5 5
プロモーション効果検証 37.4 11 15.6 13
観光戦略／観光計画の策定 36.7 13 24.5 7
マーケティング方針策定 36.1 14 23.1 9
キャッシュレス対応 36.1 14 11.6 16
持続可能な観光の実現 27.2 16 12.9 15
緊急時の対応整備 16.3 17 3.4 18
マナー啓発 13.6 18 4.8 17
オーバーツーリズム 13.6 18 3.4 19
ユニバーサル対応 8.2 20 3.4 19
その他 3.4 - 61.0 -

トップ3位に色付け（1位：濃い色 2位：中間色 3位：薄い色）   n=147（％）

表6　地域が抱えるインバウンドの課題

図2　クルーズ船乗船客をターゲットにした誘客戦略

1000名 100名弱は
船に残る

多人数

船会社の
オプションツアー

個人手配の
ツアー

自力で
観光する

ターミナルブースで
この層に売り込み

Webで
この層を取る

5名 500名 400名

全国の先進事例から学ぶ インバウンド地方分散のヒント

学びの処方箋

□地域の課題と向き合う

□旅行動線を意識してターゲットを絞る

□地元愛をフル活用

□ガイドとして生計を立てられる環境づくり
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需
要
に
フ
ィ
ッ
ト
し
た
形
で 

地
域
の
魅
力
を
伝
え
る

　

観
光
庁
の『
宿
泊
旅
行
統
計
調
査
』
に

よ
る
と
、
２
０
２
４
年
の
和
歌
山
県
の
外

国
人
延
べ
宿
泊
者
数
は
78
万
７
９
０
０
人

と
、
前
年
比
＋
52
・
３
％
を
記
録
し
て
い

る
。
そ
の
成
長
の
背
景
に
は
、
重
点
市
場

の
す
べ
て
に
観
光
プ
ロ
モ
ー
タ
ー（
レ
ッ

プ
）
を
設
置
す
る
な
ど
、
県
を
挙
げ
て
の

取
り
組
み
が
あ
る
。

　

和
歌
山
県
庁
観
光
交
流
課
で
は
、
現
地

の
旅
行
会
社
や
メ
デ
ィ
ア
を
訪
問
し
て
商

談
を
行
う「
セ
ー
ル
ス
コ
ー
ル
」
に
力
を

入
れ
て
い
る
。
外
国
人
旅
行
者
の
消
費
額

の
上
昇
を
目
標
に
掲
げ
る
同
県
で
は
、
旅

行
会
社
の
規
模
や
顧
客
層
、
和
歌
山
県
を

コ
ー
ス
に
入
れ
た
ツ
ア
ー
販
売
実
績
な
ど

を
も
と
に
現
地
旅
行
会
社
を
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
。
そ
の
上
で
、
モ
デ
ル
コ
ー
ス
や
バ
ス

の
リ
ス
ト
な
ど
の
資
料
を
作
成
し
、
セ
ー

ル
ス
コ
ー
ル
に
臨
ん
で
い
る
と
い
う
。

 

「
私
は
香
港
市
場
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
市
場

を
担
当
し
て
い
ま
す
が
、
１
年
で
３
回
程

度
は
香
港
の
旅
行
会
社
に
セ
ー
ル
ス
コ
ー

ル
に
行
き
ま
す
。
や
は
り
現
地
の
専
門
家

の
情
報
は
重
要
。
統
計
に
表
れ
な
い
ト
レ

ン
ド
や
ニ
ー
ズ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
」
と
は
同
県
観
光
交
流
課
海
外
誘
客

班
主
査
の
東
島
達
也
さ
ん
。
何
度
も
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね
る
な
か
で
、
先

方
の
顧
客
に
と
っ
て
よ
り
良
い
周
遊
ル
ー

ト
を
提
案
す
る
こ
と
も
あ
る
。

 

「
た
と
え
ば
関
西
空
港
に
到
着
後
、
日
帰

り
で
南
紀
白
浜
を
観
光
し
た
後
に
、
宿
泊

単
価
の
安
い
ホ
テ
ル
に

泊
ま
る
た
め
に
他
県
に

移
動
す
る
ケ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。
で
も
実
は
知

ら
れ
て
い
な
い
だ
け
で

和
歌
山
市
内
に
も
同
価

格
帯
の
ホ
テ
ル
は
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
ツ
ア

ー
で
よ
く
使
わ
れ
る
ツ
イ
ン
の
客
室
数
を

記
し
た
ホ
テ
ル
リ
ス
ト
を
提
供
し
、
宿
泊

を
提
案
。
そ
の
方
が
、
移
動
時
間
が
短
縮

で
き
る
分
、
温
泉
に
浸
か
っ
た
り
、
香
港

で
人
気
の『
ね
こ
駅
長
』
が
い
る
貴
志
駅

を
巡
っ
た
り
で
き
ま
す
か
ら
」

　

現
在
、
香
港
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ジ
ア

圏
の
旅
行
者
は
、
海
や
温
泉
、
グ
ル
メ
な

ど
を
求
め
て
和
歌
山
を
旅
す
る
人
が
多
い
。

そ
ん
な
人
々
に
熊
野
古
道
や
高
野
山
な
ど

信
仰
が
息
づ
く
観
光
資
産
を
紹
介
し
、
プ

ラ
ス
１
泊
の
旅
の
楽
し
み
を
提
案
す
る
こ

と
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

市
場
ト
レ
ン
ド
や
旅
行
動
線
を
細
や
か

に
把
握
し
、
地
域
目
線
を
活
か
し
た
効
率

的
で
魅
力
的
な
旅
を
提
案
す
る
。
和
歌
山

県
の
取
り
組
み
に
は
、
Ｐ
19
表
５
の「
テ

ー
マ
軸
ス
イ
ッ
チ
型
」
や「
周
遊
補
完
型
」

を
検
討
す
る
上
で
、
学
ぶ
べ
き
点
が
多
い
。

一
般
非
公
開
の
特
別
ツ
ア
ー
で 

韓
国
の
鉄
道
フ
ァ
ン
を
誘
客

 

「
特
定
目
的
型
」
の
先
進
事
例
と
し
て
紹

介
し
た
い
の
が
、
関
門
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
推
進
す

る
イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
だ
。
関
門

D
M
O
で
は
、
関
門
海
峡
を
つ
な
ぐ
ト
ン

ネ
ル
や
橋
を
巡
る
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー

な
ど
を
展
開
。
特
に
、
昨
年
J
Ｒ
九
州
の

協
力
で
開
催
さ
れ
た「
関
門
鉄
道
ト
ン
ネ

ル
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー
2
日
間
」
の
参

加
者
は
、
20
名
中
5
名
が
韓
国
人
だ
。

 

「
リ
サ
ー
チ
の
結
果
、
台
湾
や
韓
国
に
も

多
く
の
鉄
道
フ
ァ
ン
が
い
る
こ
と
は
わ
か

っ
て
い
た
の
で
、
ツ
ア
ー
開
催
前
に
韓
国

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
広
告
で
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
そ
れ

が
、
韓
国
の
鉄
道
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ『
Ｒ
Ａ

Ｉ
Ｌ 

Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ
』
の
リ
ー
ダ
ー
の
目
に

止
ま
り
、
同
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
方
々
が
参

加
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」
と

は
、
関
門
D
M
O
の
末
吉
春
香
さ
ん
。

　

一
般
非
公
開
の
ト
ン
ネ
ル
内
部
見
学
の

ほ
か
、「
特
急
列
車
か
わ
せ
み
や
ま
せ
み
」

の
貸
切
、
ト
ン
ネ
ル
掘
削
の
専
門
家
に
よ

る
講
話
な
ど
、
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
内
容
が
、

海
を
超
え
た
人
気
を
博
し
た
要
因
。「
Ｒ

Ａ
Ｉ
Ｌ 

Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ
」
の
リ
ー
ダ
ー
か
ら

は「
次
回
は
20
人
、
40
人
集
め
る
の
で
韓

国
人
向
け
の
ツ
ア
ー
を
開
催
し
て
ほ
し

い
」
と
い
う
要
望
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　

関
門
Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
は
同
ツ
ア
ー
の
ほ
か
、

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
と
と
も
に「
関
門
国

道
ト
ン
ネ
ル
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー
」
な

ど
も
開
催
。
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
と
連
携
し
な
が
ら
イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
進
め
る
コ
ツ
と
は
な
に
か
。

 

「
ニ
ッ
チ
な
企
画
だ
け
に
、
必
ず
成
功
す

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
ツ
ア
ー
の
成
否
に

一
喜
一
憂
す
る
の
で
は
な
く
、
地
域
と
し

て
の
大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン
に
向
か
っ
て
、
一

歩
一
歩
実
績
を
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
公
共
イ
ン
フ
ラ
は

地
元
の
人
々
の
生
活
を
支
え
る
存
在
。
観

光
資
源
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
、
そ
の

意
義
を
多
く
に
知
っ
て
も
ら
い
、
イ
ン
フ

ラ
の
持
続
可
能
性
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
」（
末
吉
さ
ん
）

テーマ軸
スイッチ型

特定
目的型

現
地
旅
行
会
社
や
メ
デ
ィ
ア
と
の

細
や
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

自
地
域
の
魅
力
と
可
能
性
を
提
案
す
る

和
歌
山
県
庁
の

「
セ
ー
ル
ス
コ
ー
ル
」

デ
ィ
ー
プ
で
マ
ニ
ア
ッ
ク
な

イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で

熱
烈
フ
ァ
ン
を
呼
び
込
む

関
門
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の

イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム

２２３３

上／下関市と北九州市を結ぶ「関門国道トンネル」。ふ
たつの行政区をまたいで活動する関門DMOは、関門海
峡を結ぶトンネルや橋を、地域を象徴する観光資源と
捉えている。下／NEXCO西日本の協力で実現した「関
門国道トンネルバックヤードツアー」

シンガポール旅行博で和歌山県の魅力をPRする和歌山県観
光交流課の東島達也さん。旅行会社とのセールスコール時に
は、和歌山県の統計データなどを開示すると喜ばれるそう

右／ターゲット市場のメディアや旅行会社を招聘するFAMトリップにも力
を入れている。写真は香港メディアの熊野古道取材の様子。左／香港の
旅行会社を招いたFAMトリップでは、和歌山県の飛び地の村・北山村の
筏下りを紹介した

上／5名の韓国人が参加した「関門鉄道トンネルバックヤード
ツアー」。韓国語の説明資料の整備などの課題も見つかった。
下／通常は熊本県を走る「特急列車かわせみやませみ」だが、
本ツアーではJR博多駅〜JR門司港駅で運行

学びの処方箋

□現地旅行会社やメディアとの信頼関係を作る

□現地の旅行トレンドや周遊ルートを知る

□「自地域ならこれができる」を提案する

□まだ知られていない地域の魅力を伝える

学びの処方箋

□公共インフラを観光資源に！

□マニアックな企画でファンの心を掴む

□ターゲットに届くPR戦略をする

□大きなビジョンを掲げ、一歩一歩進む

全国の先進事例から学ぶ インバウンド地方分散のヒント
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空
港
と
自
地
域
を
結
ぶ 

行
政
主
導
の
二
次
交
通

　

２
０
２
４
年
７
月
に
二
次
交
通
改
善
と

関
西
圏
か
ら
の
誘
客
に
向
け
た
２
年
間
の

実
証
実
験
と
し
て
開
始
し
た「
よ
こ
て
Ｗ

Ａ
Ｒ
Ｐ
」。
秋
田
空
港
と
横
手
市
内
を
片

道
５
０
０
円
で
結
ぶ
予
約
制
の
乗
り
合
い

送
迎
車
は
、
民
間
の
エ
ア
ポ
ー
ト
ラ
イ
ナ

ー
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
と
採
算
性
の
問

題
に
よ
り
休
止
し
た
こ
と
か
ら
計
画
さ
れ

た
。
当
初
は
、
職
員
自
ら
が
運
転
業
務
を

行
う
な
ど
徹
底
し
た
ス
モ
ー
ル
ス
タ
ー
ト

を
選
択
し
た
が
、
実
証
実
験
の
ス
タ
ー
ト

か
ら
１
年
を
過
ぎ
た
今
、
利
用
者
は
順
調

に
増
加
し
て
い
る
。
予
約
制
の
送
迎
車
は

ほ
ぼ
毎
日
稼
動
し
て
お
り
、
利
用
者
数
は

延
べ
３
７
７
３
人（
２
０
２
５
年
９
月
末

時
点
）。
観
光
客
だ
け
で
な
く
地
域
住
民

も
旅
行
や
ビ
ジ
ネ
ス
、
帰
省
な
ど
に
利
用

し
て
い
る
と
い
い
、
現
在
は
地
元
の
タ
ク

シ
ー
会
社
に
運
転
業
務
を
委
託
す
る
体
制

に
移
行
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
語
指
導
助

手
）
の
職
員
を
起
用
し
て「
よ
こ
て

Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｐ
」
や
横
手
市
の
観
光
の
魅

力
を
発
信
す
る
動
画
を
配
信
す
る
な
ど
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
面
で
の
期
待
も
大
き
い
。

ア
メ
リ
カ
、
台
湾
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

イ
ギ
リ
ス
、
メ
キ
シ
コ
な
ど
、
多
様
な
国

か
ら
の
利
用
が
見
ら
れ
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
現
在
の
低
料
金
は
行
政
主
導

の
実
証
実
験
だ
か
ら
こ
そ
実
現
で
き
る
も

の
だ
。
実
証
実
験
終
了
後
の
サ
ー
ビ
ス
の

在
り
方
に
つ
い
て
は
、
現
在
も
民
間
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
を
交
え
て
慎
重
に
検
討

が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
を
重
ね 

地
域
独
自
の
解
を
見
つ
け
る

　
本
特
集
で
は
、
地
方
分
散
に
つ
な
が

る
手
法
と
し
て「
テ
ー
マ
軸
ス
イ
ッ
チ

型
」、「
特
定
目
的
型
」、「
周
遊
補
完
型
」、

「
経
路
寄
り
道
型
」と
い
う
４
パ
タ
ー

ン（
Ｐ
19
表
５
）の
仮
説
を
立
て
て
お

り
、
実
際
に
各
地
の
先
進
事
例
を
調
査

し
て
も
こ
れ
ら
の
パ
タ
ー
ン
と
リ
ン
ク

す
る
部
分
も
多
か
っ
た
。

　
一
方
で
、
各
事
例
の
話
を
詳
し
く
聞

い
て
い
く
と
、
最
適
解
が
最
初
か
ら
見

え
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
も
よ
く

分
か
る
。Ｄ
Ｍ
Ｏ
長
崎
の「N

agasaki 
Crew

」は
、
ク
ル
ー
ズ
船
客
の
旅
行

ス
タ
イ
ル
を
緻
密
に
調
査
し
、「
地
域

に
足
り
な
い
も
の
と
は
何
か
」を
追
求

し
た
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
た
も
の
だ
。
ま

た
、
関
門
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の「
イ
ン
フ
ラ
ツ
ー

リ
ズ
ム
」も
、
関
門
海
峡
と
い
う
地
域

の
独
自
性
を
探
り
、
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー

を
繰
り
返
し
な
が
ら
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
さ
れ
て
い
た
。

　
自
地
域
が
呼
び
込
み
た
い
旅
行
者
の

周
遊
ル
ー
ト
を
把
握
し
た
う
え
で
、
地

域
の
強
み
や
観
光
資
産
と
向
き
合
っ
て

い
く
。
そ
の
足
が
か
り
と
し
て
、
本
特

集
で
紹
介
し
た
4
パ
タ
ー
ン
の
仮
説
を

参
考
に
し
て
ほ
し
い
。

じゃらんリサーチセンター
研究員

松本百加里
まつもとゆかり

『地図で読み解くインバウンド地
方分散研究』をはじめ、インバウ
ンドやDX、AI活用などに関する
研究を担当。上級WEB解析士。
2022年7月より観光庁専門家派
遣事業に専門家として登録。

「自分が海外で、知らない地方に
行くなら、なぜ行くか」を考え抜く
　私たちが海外旅行を検討するとき、頭に
浮かぶ地名は意外に少ない。フランスなら
パリやモン・サン＝ミシェル、ニース、ボルド
ーなど、ごく一部の有名地名がすぐに挙が
る程度だ。そして多くの旅行者は「フランス
に行くなら、イタリアやスペインも回りたい」
と考え、国境を越えた広域ルートで旅を設
計する。
　実際、私が話したヨーロッパの旅行者の
中には、上海経由で福岡空港へ、あるいは
バンコクから仙台へ入った人もいた。旅の
動線は国単位ではなく、東アジア全体をつ
なぐ広域文脈の中にある。この視点を日
本の地方分散に置き換えると、まず問うべ
きは「自分が海外で、まだ知らない地方に
行くとしたら、なぜ行くか」である。そう考え
抜くことで、 “行きたくなる状況”をたくさん
妄想できる。
　人気観光地の途中で寄る動線、同テー
マで混雑を避ける選択、マニアックな趣味
に関連する体験、人との再会やイベント参
加など、無名の地域にも差し込めるきっか
けはいくつもある。 “地名の宣伝”だけでは
なく “行動を起こすきっかけ”を旅の流れ
に差し込む設計を徹底的にすることで、地
方分散を起こしやすくなるはずだ。行動の
ストーリーが見えたら、その切り口で関わ
るコミュニティを見つけ出し、情報発信の
接点をつくることも重要だ。ネット上には、
日本リピーターで穴場情報を探すコミュニ
ティ、鉄道好き、アニメ好き、留学生、在日
外国人、デジタルノマド、訪日旅程相談グル
ープなど多様な層が存在する。
　さらに、旅ナカでのタッチポイントとし
て、ホテル、空港、駅、港、現地ガイド、観光
案内所なども行動文脈の中での発信拠点
になる。地方分散とは、地理的な分散では
なく、旅人の移動ストーリーのどこに自分た
ちが差し込めるかを構想し、共鳴を生む接
点を具体的に置いていくことにあるのでは
ないか。

考察

インバウンド誘客の新たな可能性!?

世界のデジタルノマドが集まる
Colive Fukuoka 2025に潜入！

C o l u m n

住吉神社の能楽殿ではメインプログラムの「Colive Fukuoka Summit」を開催。日本独自の「Ikigai
（生きがい）」や「Do（道）」をテーマに、多くのスピーカーが登壇した

　2025年10月、アジア最大級
の 共 創 型 滞 在 プ ログ ラム

「Colive Fukuoka（コリブ・フ
クオカ）2025」が開催。同プロ
グラムの特徴は、起業家や投
資家、リモートワーカーなど、
“デジタルノマド” と呼ばれる
人々が、世界中から集まり、ライ
フスタイルをテーマにしたカン
ファレンスや、スタートアップ関
連イベント、山や海などでの自
然体験が行われることだ。
　今年で3回目の開催となった
同プログラム。前回は45カ国・
地域から436名が参加。約1.1
億円以上の経済波及効果があったと考えられているが、今回はそれを上回る規
模に。10月1日〜10日の時点で参加者は480名（暫定値）に上る。
  「Colive Fukuoka 2025」に参加して実感したのは、そこにインバウンド地方分
散の新たな可能性があるということだ。デジタルノマドの人々の間では、すでに
一定のコミュニティが出来上がっており、彼らは仲間と会える場所を求めてい
る。たとえそれが地方部だったとしても、コワーキングとコリビングスペースなど
を整備することによって、彼らは長く滞在し、地域への理解と愛着を深めてい
く。その結果、地域経済への持続的な貢献が期待できるのだ。また、デジタル
ノマドは、SNS上での発信力も高く、彼らに地域を知ってもらうことは世界に向
けたPRにもつながるだろう。

かまくらや秋田犬といった観光資産とともに「よこてWARP」
の利便性を訴求するインバウンド向けYouTube動画も発信し
ている

秋田空港〜横手市内を片道約１時間10分（500円）で結ぶ予
約制乗り合い送迎車「よこてWARP」。国交省の無償運送のガ
イドラインに基づいた価格設定だ

二
次
交
通
の
課
題
を
解
決
す
る

実
証
実
験
を
実
施
！

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
へ
の
期
待
も

横
手
市
の
ウ
ェ
ル
カ
ム
シ
ャ
ト
ル

よ
こ
て
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｐ

周遊
補完型

４４

ま
と
め

福岡市のスタートアップのエコシステムと交流できるこ
とも「Colive Fukuoka 2025」の特徴。同時期には福
岡市が主催するスタートアップ＆テクノロジーイベント

「RAMEN TECH」も開催
JRC松本百加里研究員による「Colive 
Fukuoka 2025」潜入レポートの詳細は、
右記のQRコードよりご覧いただけます

※QRコードは㈱デンソーの登録商標です

全国の先進事例から学ぶ インバウンド地方分散のヒント

学びの処方箋

□空港・地域間の交通の空白地帯を埋める

□二次交通の充実は地域住民のメリットでもある

□行政主導のスモールスタートで可能性を探る

□二次交通の利便性＋地域の魅力を発信
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